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お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

こ
れ
は
勉
強
に
も
通
じ
る
も
の
で
、
小
学
校
低
学
年
の
う
ち
は
先
生
の
教
え
を
聞
い
て
幅
広
基
本
知
識
を
身
に
着
け
て
行
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
身
に
つ
い
た
知
識
を
集
め
て
、
専
門
知
識
へ
と
掘
り
下
げ
、
や
が
て
は
知
恵
に
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。
剣
道
と
勉
強
に
共
通
し
て
言
え
る
の
は
、「
コ
ツ
が
あ
る
」
と
言
う
こ
と
で
す
。
そ
の
コ
ツ
を
会
得
す

る
に
は
、
日
々
の
努
力
を
怠
ら
ぬ
こ
と
で
す
。 

何
れ
に
し
て
も
、
剣
道
の
理
念
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
剣
道
を
通
じ
て
人
間
形
成
を
行
い
、
心
身
共
の
鍛
練
に
よ
り
、
立
派
な

剣
道
人
を
目
指
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
！
長
い
道
程
で
す
が
、
初
志
貫
徹
い
た
だ
け
る
こ
と
を

切
に
願
い
ま
す
し
、
私
は
、
子
供
た
ち
と
一
緒
に
育
ん
で
い
け
る
こ
と
を
楽
し
み
と
し
て
い
ま
す
。 

武
蔵
台
剣
友
会
も
今
年
創
設
３
０
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
の
は
、
子
供
た
ち
の
役
割
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
積
極
的
に
多
く
の
仲
間
を
誘
っ
て
、
そ
し
て
互
い
に
切
磋
琢
磨
で
き
る
剣
友
会
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
年
も
一
年
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

創
設
三
十
周
年
記
念 

 

第
二
十
八
回 
日
高
市
長
杯
・
マ
ゝ
さ
ん
剣
道
大
会 

 

第
六
十
回 

 
武
蔵
台
剣
友
会
少
年
剣
道
大
会 

 

十
月
十
三
日
（
土
）
、「『
武
蔵
台
剣
友
会
』
創
設
三
十
周
年
記
念
大
会
」
が
武
蔵
台 

小
学
校
体
育
館
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
三
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、「
『
日
高
市
長
杯
・
マ
ゝ
さ
ん
大
会
』
と
『
剣 

友
会
対
抗
剣
道
大
会
』
を
企
画
し
、
こ
れ
を
機
に
、
我
々
剣
友
会
の
歩
み
を
振
り
返 

り
、
武
蔵
台
剣
友
会
ら
し
さ
を
話
し
合
い
、
多
く
の
方
々
へ
の
お
礼
の
意
味
も
含
め
、 

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。」
（
記
念
誌
「
三
十
周
年
を
迎
え
て
」
か
ら
引
用
） 

と
い
う
、
当
剣
友
会
藤
麻
会
長
の
ご
挨
拶
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
剣
友
会
の
ま
す
ま 

す
の
発
展
と
こ
れ
ま
で
剣
友
会
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
へ
の
感
謝
を 

込
め
て
の
記
念
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
剣
友
会
を
巣
立
っ
た
多
く
の
先
輩 

が
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
後
輩
達
に
す
ば
ら
し
い
思
い
出
を
残
し
て
く
れ
た
こ 

と
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
と
も
武
蔵
台
剣
友
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

大会結果報告 

 

マ
ゝ
さ
ん
大
会
結
果 

  

第
一
位 

野
村 

 

希 

 
 
 
 
 
 

西
東
京
市
剣
友
会 

 

第
二
位 

市
川 

ス
ズ
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ゆ
た
か
剣
道
教
室 

 

第
三
位 

久
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史
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朝
霞
剣
道
錬
成
会 

  

選
手
の
皆
さ
ん
、
早
く
か
ら

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

剣友会 ５級以上・６級以下 

五
級
以
上 

 

第
一
位 

梅
澤 

悠
吾 

 

第
二
位 

青
柳 

幸
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第
三
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戸
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結
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六
級
以
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一
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青
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伸
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第
二
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梅
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萌
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第
三
位 

清
水
紗
憂
稀 

第１位 眞鍋 拓也 

第２位 小助川 大 

第３位 金子 歩美 

    米山 葉月 

剣友会中学生の部 

 

第
一
位 

霞
剣
友
会 

第
二
位 

武
蔵
台 剣

友
会
Ａ 

第
三
位 

双
柳
剣
友
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藤
沢
剣
友
会 

 

剣
友
会
対
抗
試
合
結
果 

兄弟姉妹 

仲間 
兄姉 ＊ 弟妹 
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  引き分け 
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 紅 ＊ 白 
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  引き分け 

   ６ 

親子 

先輩後輩 師 弟  

師２ ＊ 弟７ 

 引き分け ４ 

親＊子 

３ ５ 

引き分け３ 

先輩＊後輩 

７ ２ 

 引き分け 

   ５ 
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に
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友
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思
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で
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ろ
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く
お
願
い
い
た
し
ま
す
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◆１１月１０日(土) 
  西部地区合同稽古会 
  入間市武道館  

１４：００ 
 
◆１１月１０日(土) 
  剣道指導者伝達講習会 
  高根小体育館  

９：００～１２：００ 
 
◆１１月２３日(金)(祝日) 
  日高市三道大会 
  ひだかアリーナ  

９：３０時開会 
 
◆１１月２５日(日) 
  段位審査会(四・五段) 
  埼玉県立武道館 
 
◆１１月は飯能地区合同稽 
古会は有りません。  

11 月の予定 

２０１２（Ｈ２４）／1１月度　稽古日程、当番表 場所：武蔵台小学校体育館

19：00～21：00

米山

9：00～12：00

小助川

9：00～12：00 19：00～21：00

高橋 大内

9：00～12：00 19：00～21：00

日高 金子

9：00～12：00 19：00～21：00

清水 真鍋

　
※ 雑巾・お茶用フキンは、次回当番の方が洗濯して下さい
（理由：持ち忘れ・紛失をなくすために）

４日（日曜日）

１日（木曜日）

１８日（日曜日）

１１日（日曜日） １５日（木曜日)

２２日（木曜日)

２５日（日曜日）

 

８日（木曜日)

１１月

２９日（木曜日)

稽古なし
（台小まつりのため
体育館使用不可）

 

「
記
念
大
会
を
振
り
返
っ
て
」 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

理
事
長 

原 

本  

十 

一 

郎 
 

十
月
十
三
日(

土)

、
武
蔵
台
剣
友
会
創
設
三
十
周
年
の
記
念
大
会
も
、
一
堂
に
多
数
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

大
会
は
、
第
二
十
八
回
日
高
市
長
杯
マ
ゝ
さ
ん
剣
道
大
会
、
創
設
三
十
周
年
記
念
剣
友
会
対
抗
剣
道
大
会
、
第
六
十
回
の
秋
季
剣

道
大
会
、
そ
れ
に
記
念
祝
賀
会
と
四
部
構
成
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
早
朝
よ
り
会
場
設
営
、
大
会
準
備
を
始
め
、
マ
ゝ
さ
ん
大
会
に
お
い
て
は
、
十
五
団
体
四
十
名
の
マ
ゝ
さ
ん
剣
士
を
迎

え
、
剣
友
会
対
抗
剣
道
大
会
に
は
、
十
一
チ
ー
ム
総
勢
七
十
七
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
随
所
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し 

た
。
午
前
中
に
予
定
し
て
い
た
二
つ
の
大
会
も
、
レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
の
連
続
で
、
当
初
の
予
定
を
超
過
し
ま
し
た
が
、
参
加
い
た

だ
い
た
団
体
・
選
手
の
皆
さ
ん
に
は
、
満
足
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

午
後
の
第
六
十
回
秋
季
剣
道
大
会
は
、
例
年
通
り
の
級
別
対
抗
戦
の
後
に
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
交
え
て
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
紅
白
戦

を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
懐
か
し
い
勇
士
ぶ
り
や
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
師
弟
対
決
、
先
輩
後 

輩
対
決
、
兄
弟
対
決
等
々
、
観
客
も
一
味
同
心
し
て
の
熱
戦
の
連
続
で
し
た
。 

試
合
は
、
時
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
さ
せ
、
参
加
者
全
員
で
の
会
場
後
片
付
・
原
状
復
帰
を
行
い
、
大
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

大
幅
な
遅
延
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
記
念
祝
賀
会
は
公
民
館
・
集
会
室
に
多
数
の
参
加
者
が
参
集
し
て
、
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
祝

賀
会
は
、
剣
友
会
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
進
行
を
お
任
せ
し
て
、
懐
か
し
い
顔
と
現
役
の
子
供
た
ち
の
交
流
が
持
て
ま
し
た
。 

創
設
三
十
周
年
の
記
念
大
会
は
、
過
去
の
記
念
大
会
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
ほ
ど
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
大
会
が
実
施
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
暑
い
時
季
よ
り
の
役
員
や
父
母
会
の
皆
さ
ん
の
企
画
・
準
備
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
る
し
、
多

数
の
参
加
を
い
た
だ
い
た
各
団
体
の
選
手
、
武
蔵
台
剣
友
会
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
賛
同
の
賜
だ
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

皆
さ
ん
が
ご
協
力
に
対
し
、
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
参
加
さ
れ
た
方
々
の
中
で
、
当
日

配
布
し
ま
し
た
記
念
誌
・
記
念
Ｃ
Ｄ
・
参
加
記
念
品
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
は
、
役
員
ま
で
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。 

 

 

  

【
副
キ
ャ
プ
テ
ン 

岩
間 

凌
】 

ぼ
く
が
、
目
指
す
副
キ
ャ
プ
テ
ン

は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
を
支
え
ら
れ
て
、 

た
の
ま
れ
た
事
を
、
責
任
を
持
っ

て
、
で
き
る
副
キ
ャ
プ
テ
ン
で
す
。 

そ
れ
か
ら
、
「
凌
に
ま
か
せ
れ
ば
、

大
丈
夫
だ
。」
と
言
っ
て
も
ら
え
る 

ぐ
ら
い
に
な
り
た
い
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

【
キ
ャ
プ
テ
ン 

日
高 

諒
久
】 

ぼ
く
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ
て
み
ん

な
の
先
頭
に
立
っ
て
、
み
ん
な
を
引
っ

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
み

ん
な
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

稽
古
に
毎
回
来
て
、
頑
張
り
ま
す
。 


